明刊本日用類書国内所蔵機関目録稿 by 大澤 正昭
科研費補助金「宋〜明代日用類書の基礎的研究」（基盤研究(C)15K02923）研究成果 
明代日用類書    
研究論文・著作目録稿 
      
 
大澤正昭・監修  杉浦廣子：編 
2019 年 1 月 
 
 
 
  
      
1 
 
凡例 
 
○本稿は科学研究費補助金「宋〜明代日用類書の基礎的研究」（基盤研究(C)15K02923）に
よる研究成果の一部であり、この趣旨に基づいて作成した宋～明清までを中心とする日用
類書研究の著作目録である。 
○いわゆる日用類書は概念が明確ではないが、『中國日用類書集成』全 14 巻（汲古書院、
1999年から 2004年）や『明代通俗日用類書集刊』全 16巻（西南師範大学出版社、2011年）
に収録されている類書および酒井忠夫氏の『中国日用類書史の研究』（国書刊行会、2011年）
に取り上げられている類書のなかから、基層社会研究に直接役立つと思われるものを抽出
している。詳細については「明刊本日用類書国内所蔵目録稿」の凡例を参照されたい。 
○調査方法は以下の通りである。 
・雑誌論文・学位論文に関しては CiNiiや CNKI等の電子データベース調査を基本とし、
可能な範囲で本文内容を確認した。各日用類書の書題・編者名・類書に収録されてい
る書題等を論文主題や要旨・関鍵詞に含むものを抽出し、それらの参考文献も必要に
応じて抽出した。 
・書籍に関しては基本的に論文等の参考文献より抽出したものである。要旨・関鍵詞
の電子検索が難しいため限定的な調査となっており、改訂の余地の多いところである。 
 
○リストは発行地を基準として「日本・台湾・中国・その他地域」に分類した。 
○「日本」は CiNii の登録データに基づく著者名読み仮名順に配列したが、一部登録のな
い著者については編輯時の独断で配列されている。また中国語論文の著者名・表題等の簡
体字表記は日本の新字体漢字に置き換えを行ったが、同様に編輯時の独断に基づくもので
ある。誤りのある場合はご指摘をお願いしたい。 
○「中国・台湾」は著者名筆画数順＞部首順、「その他地域」は著者名アルファベット順と
した。また同著者のものについては発行年順とした。 
 
○本稿は試行段階のものであり、内容的な誤りや未採録文献が多くあると考えられる。こ
れをたたき台として、今後さらに改訂作業を続けてゆきたい。読者諸賢の忌憚のないご批
判をいただけるようお願いしたい。 
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・井上進『中国出版文化史 書物世界と知の風景』名古屋大学出版会、2002年。 
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・上原究一『明末清初の出版文化と章回小説の発展史――覆刻・翻刻・後印の事例を
中心に――』文部省科学研究費補助金基盤研究成果報告書（特別研究員奨励費、研究
課題番号 13J02313）2013-2015年。 
・上原究一「萃慶堂の歴代主人について――建陽余氏刻書活動研究(1)――附『書林余
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研究課題番号 15H06238）、2015-2016年。 
・海野一隆「世界民族図譜としての明代日用類書 (小特集 中国日用類書)」『汲古』
47、2005年、30-39頁。 
・王嵐（著）・會谷佳光（訳）「『錦繍萬花谷』別集の編輯出版とその中の宋代佚詩」『橄欖』
16、2009年、183-208頁。 
・大木康「明末江南における出版文化の研究」『廣島大學文學部紀要』第 50巻特集号 1、
1991年。 
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・大木康『明末江南の出版文化』研文出版、2004年。 
・大澤正昭「『居家必用事類全集』所引唐・王旻撰『山居録』について」『上智史学』
55、2010年、111-140頁。 
・大澤正昭「『居家必用事類全集』所収『山居録』の研究――訳注稿(1)」『上智史学』
59、2014年、103-126頁。 
・大澤正昭「『居家必用事類全集』所収『山居録』の研究――訳注稿(2)」『上智史学』
60、2015年、31-43頁。 
・大澤正昭「『山居録』の史料的活用について」『唐宋変革研究通訊』6、2015年、17-39
頁。 
・大澤正昭「明代日用類書の告訴状指南――「土豪」を告訴する」『唐宋変革研究通訊』
7、2016年 3月、45-61頁。 
・大澤正昭「商人たちの告訴状――明代日用類書の事例から」『上智史学』62、2017年、
39-55頁。 
・大塚秀高「宋代の通俗類書――『青瑣高議』の構成・内容よりみる」『日本アジア研
究』6、2009年、107-120頁。 
・大渕貴之「避諱による唐代類書の部立て改変について――『藝文類聚』における「改
字」を中心に」『九州中国学会報』46、2008年、1-15頁。 
・小川剛生「宗教・文化研究所公開講座講演録 洞院公定をめぐる書物――宇書・部
類記・未来記」『京都女子大学宗教・文化研究所研究紀要』24、2011年 3月、87-95頁。 
・小川陽一「明清小説研究と日用類書」『東北大学教養部紀要』54号、1990年、71-91
頁。 
・小川陽一「日用類書の中の耕織図」『東方』138、1992年、2-5頁。 
・小川陽一『日用類書による明清小説の研究』東北大学博士論文、1993年。 
・小川陽一『日用類書による明清小説の研究』研文出版、1995年。 
・小川陽一「日用類書――『万用正宗』『万宝全書』『不求人』など (特集 中国の百
科全書――<類書>の歴史・その活用法)」『月刊しにか』9-3、1998年、60-65頁。 
・小川陽一「中国における肖像画と文学」『大東文化大学漢学会誌』44、2005年、1-29
頁。 
・小川陽一「日用類書と明清文学――『風月機関』をめぐって (小特集 中国日用類
書)」『汲古』47、2005年、40-45頁。 
・小川陽一「最終授業講義録 日用類書と明清文學――『風月機關』をめぐって」『大
東文化大學中國學論集』23、2005年、1-20頁。 
・尾崎勤「『怪奇鳥獣図巻』と中国日用類書」『汲古』45、2004年 6月、68-75頁。 
・尾崎貴久子「元代の日用類書『居家必用事類』にみえる回回食品」『東洋学報』83-3、
2006年、336-364頁。 
・小野さやか「和製日用類書としての重宝記」『千葉大学日本文化論叢』6、2005 年 6
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・加地信行『類書の総合的研究』文部省科学研究費補助金研究成果報告書（総合研究
(A)研究課題番号 06301002）1994-1995年。 
・金文京「制度としての古典――元代類書『事林広記』の法律記事」文部省科学研究
費補助金基盤研究成果報告書（特定領域研究、研究領域番号 10183101）『古典学の現在』
2所収、2001年、88-100頁。 
・金文京「規範としての古典とその日常的變容――元代類書『事林廣記』所引法令考」
『古典学の現在 4』所収、2001年。 
・金文京「『事林廣記』刑法類・公理類譯注」『東方學報』74、2002年、257-309頁。 
・金文京「『事林広記』の編者、陳元靚について」『汲古』47、2005年、46-51頁。 
・「元代の社會と文化」研究班「『事林廣記』刑法類・公理類訳注」『東方学報』74、2002
年、257-309頁。 
・「元代の社會と文化」研究班「『事林廣記』人事類訳注」『東方学報』75、2003年、273-393
頁。 
・「元代の社會と文化」研究班「『事林廣記』学校類訳注(1)」『東方学報』76、2004年、
85-108頁。 
・「元代の社會と文化」研究班「『事林廣記』学校類(2)家礼類(1)訳注」『東方学報』77、
2005年、121-158頁。 
・呉蕙芳「『龍頭一覧学海不求人』的版本与内容」『明代史研究』34、2003年、5-11頁。 
・呉修喆「明末の日用類書から見る燈謎」『社会と文化』30、2015年、102-123頁。 
・酒井忠夫「元明時代の日用類書とその教育史的意義」『日本の教育史学』1 号、1958
年、67-94頁。 
・酒井忠夫「明代の日用類書と庶民教育」林主春（編）『近世中國教育史研究』所収、国
土社、1958年、62-74頁。 
・酒井忠夫『中国善書の研究』弘文堂、1960年。 
・酒井忠夫「序言――日用類書と仁井田陞博士」坂出祥伸・小川陽一（編）『中國日用類
書集成』1『五車拔錦(一)』所収、汲古書院、1999年。 
・酒井忠夫「『中国日用類書集成』 (汲古書院出版)の完結に当って (小特集 中国日
用類書)」『汲古』47、2005年、23-29頁。 
・酒井忠夫『中國日用類書史の研究』国書刊行会、2011年。 
・酒井忠夫『道家・道教史の研究』国書刊行会、2011年。 
・坂出祥伸「明代「日用類書」醫學門について」『關西大學文學論集』47巻 3号、1998
年、1-16頁。 
・坂出祥伸（編）『本邦公蔵明代日用類書目録初稿』1998年。 
・坂出祥伸「中国日用類書解題の再補遺――大谷大学所蔵「明代日用類書」三種など (小
特集 中国日用類書)」『汲古』47、2005年、52-59頁。 
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・坂出祥伸「書評・新刊紹介 酒井忠夫著『中國日用類書史の硏究』」『東方宗教』121、
2013年、88-89頁。 
・佐藤健一「『亊林廣記』における面積について――室町時代の日本に影響を与えた百
科事典」『数学史研究』225、2016年、49-60頁。 
・佐藤健一「『亊林廣記』における体積について」『数学史研究』226、2017 年、1-13
頁。 
・篠田統・田中静一（編著）『中国食経叢書』(中国古今食物料理資料集成）、書籍文物流
通会、1972年。 
・住吉朋彦「カリフォルニア大学バークレー校東アジア図書館蔵 日本伝来漢籍目録
初編」『斯道文庫論集』46、2011年、399-426頁。 
・住吉朋彦『日本および周辺地域に波及した祝穆編書の版本研究――建陽坊刻類書の
伝播に関する考察――』文部省科学研究費補助金基盤研究成果報告書（基盤研究(C)、
研究課題番号 20520175）2008-2011年。 
・住吉朋彦「和刻本『事文類聚』考――その本文と、菊池耕斎の附訓について」『和漢
比較文学』48、2012年、91-109頁。 
・住吉朋彦「『方輿勝覧』版本考」『斯道文庫論集』49、2014年、167-237頁。 
・住吉朋彦ほか『宮内庁書陵部収蔵漢籍の伝来に関する再検討――デジタルアーカイ
ブの構築を目指して――』文部省科学研究費補助金基盤研究成果報告書（基盤研究(A)、
研究課題番号 24242009）2012-2016年。 
・高津孝「書評 図書の府「福建」の出版史――謝水順・李珽著『福建古代刻書』」『東
方』250、2001年 12月、34-37頁。 
・瀧本弘之「中国古版画散策(第 30回)コンパクトにまとまった『事林広記』――ベス
トセラーの巧みな人物図」『東方』437、2017年、14-17頁。 
・武田時昌ほか「中国科学思想の構造的把握」文科省科学研究費補助金研究成果報告
書（基盤研究(C)、課題番号 15K02032）2015-2018年。 
・玉置奈保子「『金科一誠賦』注に見る明代日用類書の構成方法について」『和漢語文
研究』12、2014年、143-167頁。 
・玉置奈保子「明代後期日用類書律例・律法門収録歌訣の各日用類書間における関係
について」『和漢語文研究』13、2015年、79-117頁。 
・玉置奈保子「明代後期日用類書武備門の構成」『和漢語文研究』14、2016年、209-239
頁。 
・玉置奈保子「嘉興市図書館蔵周氏万巻楼刊『萬寶全書』について」『汲古』71、2017
年、24-29頁。 
・田村祐之「『朴通事』と日用類書との関係について」『姫路独協大学外国語学部紀要』
15、2002年、223-241頁。 
・陳翀「宋代私撰類書所収の白居易逸文考」『中国文学論集』36、2007 年、42-56頁。 
6 
 
・寺田浩明「明清時期秩序の中の“約”の性質」滋賀秀三（編著）『明清時期の民事審判
と民間契約』所収、法律出版社、1998年。 
・杤尾武「類書の研究序説(2) ――五代十国宋代類書略史 (池田勉教授・栗山理一教
授古稀慶賀)」『成城國文學論集』11、1979年、251-292頁。 
・杤尾武「類書の研究序説(3) ――五代十国宋代類書略史承前」『成城國文學論集』12、
1980年、163-193頁。 
・中嶋敏「新編事文類要啓箚青銭について」『大安』1963年 10月号。 
・中村喬（編・訳）『中国の食譜』平凡社東洋文庫、1995年。 
・中村喬「中國料理史に於ける「炙」再考――元代増補『事林廣記』に據って」『学林』
43、2006年、49-77頁。 
・仁井田陞「元明時代の村の規約と小作証書など」『東洋文化研究所紀要』8 号、1956
年。 
・仁井田陞『元明時代の村規約と小作証書など――日用百科全書の類二十種の中から
――』東京大学東洋文化研究所、1962年。 
・西尾賢隆「研究余録 速伝宗販の機山玄公奠茶法語と古今事文類聚」『日本歴史』737、
2009年、81-91頁。 
・橋川時雄「居家必用事類の解説」田中ちた子・田中初夫（編）『家政学文献集成 続編
第 7冊：江戸期』4-5頁所収、渡辺書店、1969年。 
・早川光三郎「類書『事文類聚』と近世文学（ノート）」『滋賀大國文』7、1969年、1-10
頁。 
・本田精一「『三台万用正宗』算法門と商業算術」『九州大学東洋史論集』23、1995年、
87-125頁。 
・松田孝一「『事林広記』「皇元朝議之図」解説」『13.14 世紀東アジア諸言語史料の総
合的研究――元朝史料学の構築のために』文部省科学研究費補助金研究成果報告書（基
盤研究(B)、課題番号 16320099）所収、2007年、35-62頁。 
・松田孝一「『事林広記』「皇元朝儀之図」解説補遺」『13、14 世紀東アジア史料通信』
9、2009年、1-8頁。 
・松村英哲「鍾馗考」(一)～(六)、『近畿大学教養部紀要』28-3から 31-3、1997-2000
年。 
・丸山浩明「余象斗本考略」『二松学舎大学人文論叢』50、1993年、121-144頁。 
・三浦國雄「沖繩に傳來した『萬寶全書』」『文芸論叢』62、2004年、81-104頁。
１ 
・三浦國雄「『萬寶全書』諸夷門小論――明人の外國觀――」『大東文化大学漢学会誌』
44、2005年、227-248頁。 
・水野正明「『新安原板士商類要』について」『東方学』60、1980年、96-117頁。 
・三保忠夫「明代日用類書における助数詞(量詞)――日本語助数詞研究のために」『神
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女大国文』21、2010年、1-18頁。 
・宮紀子「『混一疆理歴代国都之図』への道」藤井讓治・杉山正明・金田章裕（編）『絵
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ーバル化時代の多元的人文学の拠点形成」「15・16・17世紀成立の絵図・地図と世界観」
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